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昨
年
の
日
越
外
交
関
係
樹
立

50
周
年
と
分
離
手
術
か
ら
35
周

年
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
ア
メ
リ
カ
軍

が
使
用
し
た
枯
葉
剤
の
影
響

で
、
下
半
身
が
繋
が
っ
た
結
合

双
生
児
と
し
て
1
9
8
1
年
に

生
ま
れ
た
ベ
ト
ち
ゃ
ん
と
ド
ク

ち
ゃ
ん
。

1
9
8
6
年
、
兄
の
ベ
ト
が

高
熱
に
襲
わ
れ
意
識
を
失
っ

た
。
急
性
脳
症
だ
っ
た
。
ベ
ト

へ
の
大
量
の
投
薬
は
、
ド
ク
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
、
2
人
と
も

命
を
失
い
か
ね
な
い
状
況
だ
っ

た
。
そ
こ
で
ベ
ト
ナ
ム
赤
十
字

社
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
緊
急

支
援
を
求
め
た
。
日
赤
は
最

初
、
支
援
に
慎
重
だ
っ
た
が
、

日
本
の
世
論
が
日
赤
を
動
か

し
、
二
人
は
来
日
し
て
広
尾
の

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
に
約
4
か

月
入
院
。

そ
の
後
も
ベ
ト
の
具
合
は
す

ぐ
れ
ず
1
9
8
8
年
7
歳
の
時
、

日
本
の
支
援
を
受
け
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ツ
ー
ズ
ー
病
院
で
分
離
手

術
が
行
わ
れ
た
。
兄
ベ
ト
は
2

0
0
7
年
、
26
歳
の
時
に
亡
く

な
っ
た
。
ド
ク
も
決
し
て
健
康

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
深
刻

な
健
康
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
、

平
和
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て

の
使
命
と
と
も
に
生
き
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
し
、

ツ
ー
ズ
ー
病
院
に
勤
務
。
2
0

0
6
年
、
ト
ゥ
エ
ン
さ
ん
と
結

婚
し
、
2
0
0
9
年
に
双
子

の
、
息
子
フ
ジ
く
ん
と
、
娘
サ

ク
ラ
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
。
移

動
に
は
三
輪
バ
イ
ク
を
使
い
、

子
ど
も
た
ち
の
送
り
迎
え
も
行

っ
て
い
る
。

現
在
43
歳
に
な
っ
た
グ
エ
ン

・
ド
ク
さ
ん
は
、
結
婚
18
年
目

の
妻
ト
ゥ
エ
ン
さ
ん
と
、
フ
ジ

く
ん
、
サ
ク
ラ
ち
ゃ
ん
と
と
も

に
、
夫
と
し
て
父
親
と
し
て
暮

ら
す
。
さ
ら
に
闘
病
中
の
義
母

を
自
宅
介
護
し
、
自
身
も
入
退

院
を
繰
り
返
す
中
、
一
家
の
唯

一
の
稼
ぎ
手
で
も
あ
る
。
今
も

逆
境
の
中
、
逞
し
く
生
き
る
ド

ク
ち
ゃ
ん
の
姿
、
家
族
の
絆
を

映
画
は
映
し
出
す
。

教
科
書
の
中
の
人
、
過
去
の

人
に
な
り
つ
つ
あ
る
ド
ク
ち
ゃ

ん
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
家
族
と
と

も
に
懸
命
に
生
き
て
い
る
姿
に

感
動
を
覚
え
る
。

役
員
に
な
っ
て
20
年
以
上
、

委
員
長
と
し
て
2
年
目
を
迎
え

た
。
忙
し
い
中
で
、
ど
っ
ぷ
り

浸
か
る
ほ
ど
の
趣
味
は
簡
単
に

は
持
て
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
10
数
年
前
か
ら
、

出
張
や
旅
行
、
散
歩
の
合
間
で

立
ち
寄
れ
る
居
場
所
と
目
的
を

見
つ
け
た
。「
純
喫
茶
巡
り
」

と
、「
御
朱
印
集
め
」
だ
。
時

間
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
見
つ
け

た
も
の
で
あ
る
。
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
の
課
題
を
抱
え
る
大

手
？
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
の

老
舗
純
喫
茶
、
ま
た
は
ロ
ー
カ

ル
店
を
探
し
歩
く
。
サ
イ
フ
ォ

ン
、
ド
リ
ッ
プ
な
ど
、
淹
れ
方

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
そ
の
店

の
推
し
で
あ
る
「
ブ
レ
ン
ド
」

を
飲
み
、
雰
囲
気
を
楽
し
む
。

以
前
「
ブ
レ
ン
ド
珈
琲
」
は
、

単
に
安
価
の
も
の
と
勘
違
い
し

て
い
た
。
ブ
レ
ン
ド
と
は
、
ま

さ
に
そ
の
店
が
味
と
価
格
の
最

良
点
を
表
現
し
た
も
の
と
理
解

し
て
か
ら
、
味
わ
い
方
は
変
わ

っ
た
。
都
内
な
ら
、「
銀
ブ
ラ
」

発
祥
の
「
Ｐ
」、渋
谷
の
名
曲
喫

茶
「
Ｌ
」、上
野
広
小
路
の
会
話

禁
止
の
「
Ｋ
」、吉
祥
寺
な
ら
生

け
た
花
が
き
れ
い
な
「
Ｍ
」

と
、
味
や
個
性
の
違
い
を
楽
し

む
。
毎
年
、
夏
休
み
に
1
週
間

ほ
ど
か
け
て
、
往
復
1
5
0
0

キ
ロ
前
後
の
ド
ラ
イ
ブ
を
す

る
。
喫
茶
店
が
多
い
東
海
、
京

阪
神
や
四
国
、
九
州
な
ど
を
巡

っ
て
来
た
。「
1
杯
3
千
円
」

も
す
る
珈
琲
も
あ
る
。
値
段
の

割
に
薄
い
味
に
「
お
茶
？
い
や

高
貴
な
味
の
は
ず
」
と
自
分
を

納
得
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

各
地
を
巡
る
と
、
地
域
性
、
地

政
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
。
御

朱
印
は
、
ご
利
益
も
あ
る
が
喫

茶
店
同
様
、
寺
社
の
由
来
、
歩

い
た
証
を
思
い
返
す
の
が
楽
し

い
も
の
で
あ
る
。
喫
茶
店
巡
り

は
、
時
代
遅
れ
と
思
っ
て
い
た

ら
、
昭
和
懐
古
の
「
流
行
り
」

に
な
っ
て
、
驚
か
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
今
後
は
、
趣
味
の
時

間
を
割
け
る
よ
う
な
働
き
方
を

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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3
月
20
日
、
代
々
木
公
園
に

て
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
6
0
0

0
人
が
参
加
し
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
13

年
が
経
過
す
る
中
、
当
日
は
呼

び
か
け
人
の
鎌
田
慧
さ
ん
や
落

合
恵
子
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
志

賀
原
発
や
女
川
原
発
、
東
海
第

二
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
地
域

組
織
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
ま

た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
反
対
す
る
市
民
団
体
か
ら

は
、
地
元
住
民
の
意
思
を
無
視

し
て
30
年
以
上
に
も
及
ぶ
海
洋

放
出
を
強
行
し
た
現
地
に
お
け

る
実
情
と
取
り
組
み
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。
集
会
後
に
は
デ
モ

行
進
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
改
め
て
原
発
の
な
い
社
会
を

め
ざ
す
声
を
あ
げ
た
。

4
月
6
日
に
は
青
森
市
に
お

い
て
「
第
39
回
4
・
9
反
核
燃

の
日
全
国
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
5
0
0
人
が

参
加
し
た
。

本
集
会
は
1
9
8
5
年
4
月

9
日
青
森
県
議
会
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
を
六
ヶ
所
村
に
受
け
入

れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
毎
年
4
月
9
日
付
近
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

集
会
で
は
原
発
再
稼
働
に
む

け
た
原
子
力
規
制
委
員
会
で
の

議
論
の
実
情
や
、
26
回
に
も
及

ぶ
「
完
工
」
延
期
を
繰
り
返

し
、
理
論
的
に
破
綻
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
稼
働
に
固
執

す
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
な
ど

の
状
況
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も

に
、
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
危
険
性
が

改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
志

賀
原
発
の
現
状
や
住
民
運
動
で

建
設
を
阻
止
し
た
珠
洲
原
発
構

想
に
お
け
る
反
対
運
動
の
説
明

が
あ
っ
た
。

翌
日
に
は
六
ケ
所
村
の
日
本

原
燃
前
に
お
い
て
の
稼
働
に
反

対
す
る
集
会
と
六
ケ
所
村
の
デ

モ
行
進
を
行
い
、
一
日
も
早
い

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
建
設

中
止
を
求
め
た
。

13
年
前
の
福
島
第
一
原
発
事

故
で
政
府
が
主
張
し
て
き
た
原

発
の
安
全
性
や
低
コ
ス
ト
が
幻

想
に
過
ぎ
ず
、
無
数
の
活
断
層

の
上
で
、
常
に
事
故
の
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
現
代
社
会
に
お

い
て
電
力
が
必
要
な
い
と
い
う

議
論
は
あ
り
得
な
い
。
し
か

し
、
原
発
で
は
な
く
、
安
全
で

持
続
的
な
太
陽
光
や
水
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
は

ず
で
あ
り
、
原
発
回
帰
政
策
を

撤
回
さ
せ
る
た
め
、
脱
原
発
運

動
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。▲3・20さようなら原発集会のデモの様子（上）。反核燃の日六

ケ所村デモの様子。原発廃止へシュプレヒコールを上げた（下）。

原発のない社会へ
3・20さようなら原発全国集会
第39回4・9反核燃の日全国集会

目的・要求事項
自治労は、人事院勧告にむけて現在検討されている給与制

度のアップデートにあたり、総務大臣に対する署名行動を実
施します。多くの組合員の声を総務省に届け、公務員連絡会

による対人事院交渉の後押しとするため組合員の皆さんの
「声」が必要です。

要求項目

①人事院が検討している「社会と公務の変化に応じた給与
制度の整備」の具体化にあたっては、国の制度変更に準
じた扱いを自治体に求めないこと。

Point 骨格案は一部のキャリア官僚優遇が多く、中堅層以
上の組合員の処遇改善につながっていません！

②現行、給与制度については、国家公務員の給与制度を基
本とすべきとされているが、地方の実態と自主性を尊重
した柔軟な対応を可能とすること。

Point 地域手当の大括り化が示されていますが、地域の実
情は様々です。支給割合を地域の判断で独自設定で
きるよう求めます。

③国基準を上回る手当を支給したことによる特別交付税の
減額措置については撤廃すること。

Point 地域手当の国基準は都内の各自治体でも0～20％が
設定されています。この格差を埋めるため、自治体
が独自に基準を超える設定をすると特別交付税が減
額されます。自治体の給与決定に対する介入・制裁
であり、直ちに撤廃を求めます。

取組期間・要請先
4月～6月上旬 要請先 総務大臣

※6月中旬に予定されている公務員部長交渉に合わせた集約
となっています。

署名用紙（5名連記）を各組合から配布しま
すので、ご家族・ご友人含めてご協力をお願
いします。

署名用紙のご提出先
組合事務所までお寄せください。

※要求項目の詳しい解説は
QRコードから！

監
督
：
川
畑
耕
平
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